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1C21 特許から見たバイオテクノロジ 一の競争戦略 

0 加藤 浩，高木茂樹 ( 特許庁 ) 

  提言①日本に 期待される分野での 国際競争力強化の 重要性   

0 バイオテクノロジ 一基幹技術において、 欧米に対する 日本の劣位な 状況を挽回するために 
は、 バイオテクノロジー 全般を広く薄くカバーするのではなく、 特定の技術にターゲット 
を絞り、 そこに資本を 集中して研究開発を 行う戦略が必要であ り、 その際には、 日本が国 
際 競争力を強化すべき 分野として、 日本に期待される 分野を考慮することが 重要であ る。 

0 日本の研究開発成果が 国際的に注目されている「完全長 cDNA 」 や 、 比較的早く研究開発が 
スタートした「微生物・ 植物ゲノム」はゲノム 時代の延長線における 重点分野として 期待 
できる。 また、 日本が得意とする 精綴 な取り組みが 必要な「遺伝子の 機能解析」 や 、 それ 
を応用した「ゲノム 創薬」は、 ポストゲノム 時代の新機軸として 期待されている。 

0 「装置への応用技術」や「Ⅱとの 融合技術」は、 日本が優位な 装置技術が関連することか 
ら 、 「日本が優位な 技術との融合化」として 日本に期待されている。 「ファインケミカル 
ズ 」についても、 「高純度物質の 精製技術」という 日本が優位な 技術が関連しており、 日 

本に期待される 重点分野であ る。 

図 -1  日本が国際競争力を 強化すべき分野 
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糖鎖 構造   機能解析 多く技術的蓄積があ ロジェク ト の成果が期待される る。 棚鎮 研究に関わる 中、 日本は急速にこ 国君 
0 分野で 匡捺 鼓手力を高めっ っ あ る。   
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ファインケミカルス 酵素・ スの製造技術は、 倣 生物の産 乗 光学活性化合物の 応用としてのファインケミカル 製造 せ 、 鈍物 其 

( 酵素   Ⅰ ヒ 二十ミ上モ。 ) の 精製 エ 程など 粘韻 な取り組みを 必要とする時     
木が得 穏 な技術であ る。 
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注 : 日本の技術競争力に 関するヒアリンバ 調査の結果と 出願動向の調査結果に 基づいて、 
日本が国際競争力を 強化すべき 8 つの分野を選定抽出。 

( 小 ;25% 以上増加 ク ;10 ～ 25% 増加 ウ ;0 ～ 10%  一 ; 出願がほとんど む の 
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I  提言②新規事業の 創出による目標競争力強化の 必要性   

0 研究開発の機動的な 取り組みが必要とされるこれらバイオテクノロジ 一基幹技術では、 ベ 
ンチャ一企業の 果たす役割は 大きく、 基礎研究の必要性を 考えると大学・ 公的機関の役割 
も重要であ ると考えられる。 今後ともこれらの 分野において、 大手企業中心型出願構造か 
ら べンチャ一企業主導型出願構造への 構造改革が図られるよう、 より一層のべンチャー 企 
業 、 大学・公的機関からの 特許出願が期待される。 ( 図り ) 

0 技術進歩が著しく 速いバイオインフォマティクス、 遺伝子解析技術や、 最近、 注目度が高 
まってきている 発生工学技術、 糖 鍛工学技術は 、 新しい研究開発への 対応の速いべンチヤ 一 

企業における 研究開発に適している。 また、 基礎的な研究の 重要性が高い 遺伝子解析技術、 
発生工学技術、 蛋白工学技術、 パイオインフォマティク ス は、 大学・公的機関における 研 
究開発に適している。 研究開発の戦略を 構築する際には、 このような技術の 特性に配慮す 
ることも重要であ る。 ( 表 - け 

図 -2 バイオテクノロジ 一基幹技術におけるべンチャーと 大学からの出願相関図 

ベンチャー全文 

注 : . 大手企業、 ベンチヤ一企業、 

大学・公的機関からの 出願 
比率を示す。 日本のデータ 
は 1990  年の出願と 1997  年 

の 出願の値。 米国の子一タ 
は ]990 年から 1997 年まで 

に 出願された登録特許の 
平均値。 

  (12%) 20 Ⅹ (30@) 40 Ⅹ 6 ㎝ 8 ㎝ ' ㏄ ' 
  

ベンチャー 全 集からの出願比率 

義 -1  ベンチャー，企業、 大学・公的機関における 研究開発適性 

基幹技術 適性を有する 要素技術 
占有比率 増加比率 

(%) (%) 
遺伝子解析技術 塩基配列決定装置、 機能解析装置 (DNA 刊フ ・ ) Ⅰ 0 23 

ベンチャー 企 発生工学技術 ウ Ⅱ づ 動物、 トランスシ ， Ⅱソウ動物 Ⅰ 6 28 

業の適性   精鋭工学技術 新規な 糖鎖 ・糖蛋白質 28   

八 " イオインフォマティウス テ " 一タ ヘ " 一ス、 ハ - ト " ウエ 7 、 ソフトウエ 7   26 

遺伝子解析技術 ゲノム マソヒ ・ソグ技術、 構造解析された 遺伝子 Ⅰ 7 27 

大学・公的機関 発生工学技術 胚性幹細胞、 遺伝子ターゲティ ソグ / 乃 07 ウト技術 22 36 

の 適性 蛋白工学技術 無作為 / 部位特異的変異技術、 進化分子工学技術 15 50 

ド材イ ンフォマティ ゥス 検索 / 抽出 / 比較技術、 予測技術 12 42 

注 : . 占有比率 ; バイオテクノロジ 一基幹技術の 各基幹技術におけるべンチャ 一企業または 大学・公的機関から 

の 出願が占める 割合。 (1997 年 ) 
  増加比率 ; バイオテクノロジ 一基幹技術の 各基幹技術におけるべンチヤ 一企業または 大学   公的機関から 

の出願の伸び 率。 (1990 ～ 1997 年における平均値 ) 
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  提言③特許をべ ー スとした「選択と 集中」の必要性 

 
 

    

に 資本を集中させて 国際競争力を 高めることが 重要であ る。 

0 各分野における 研究成果については 包括的に特許出願して 特許権 を取得し活用していくと 

  

図 -3  コア・コンピタンスの 特性に関する 相関図 
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注 : 個々の企業からの 特許出願件数と 分野別分散度を 基に作成。 
縦横軸目盛は 日米欧 ( 各 32 社の評価 ) の平均を 0 としそれぞれ 平均からの偏差を 示した。 

[ 参考 ] バイオテクノロジー 特許の出願人国籍別出願件数推移と 構成 

1 990 1 991 1992 1 993 1 994 1 995 1 996 1 997 1998 

出願 年 

-@@ Ⅰ。 一 " こコ   -   "   。 一 二コ "" ぺ円 ""   

注 : 世界各国に出願された 全ての特許出願の 内、 日本、 米国、 欧州それぞれの 出願人に 
よる出願を分析したもの。 
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  提言④特許を 介した産業連携の 重要性   

0 日本の大手企業は、 国内における ョ戸 競争的な状況や、 特許を介した 劣位な国際的状況を 改 
書 するために、 産業連携の形態としては、 国内では共生型から 競合型 ヘ シフト、 欧米に対 
しては劣位な 競合型から優位な 競合型 ヘ シフトすることが 重要であ る。 そのためには、 よ 

り 有効な特許を 取得することに 加えて、 これを十分に 活用するための 特許戦略を構築する 
ことが必要であ る。 

0 日本のべ ンテャ 一企業は、 国内外において 連携が少ない 状態 ( 単独型 ) を逸脱するため、 
より有効な特許取得に 向けた研究開発が 重要。 そして、 特許を介して 必要な形態 ( 競合型、 
共生型 ) の産業連携をダイナミックに 推進して単独型から 連携型 ( 競合型、 共生型 ) の 産 
業 連携 ヘ シフト し 、 国際競争力の 高いべンチヤ 一企業に脱皮することが 重要であ る。 

図 -4 特許を介した 産業連携の概況 

( 日本 コ             ( 欧米 ) 
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